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集
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編

印

士
気
旺

絹

騎

但
例
の
大
洗
間
消
防
毘
(
谷
田
部
吉

蔵
団
長
・

9
信
分
団
・
団
員
別
名
)
の

出
初
め
式
ガ
去
る

7
月
7
自
附
¥
大
洗

港
フ
ェ
リ
ー
タ
ミ
ナ
ル
用
地
内
で
¥

団
員
の
士
気
の
高
揚
と
住
民
に
対
す
る

訪
山
〈
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
自
的

に
¥
大
勢
の
来
賓
を
迎
え
盛
大
に
挙
行

さ
れ
ま
し
だ
。

午
前
叩
時
¥
全
毘
員
ガ
整
然
と
整
列

し
¥
深
作
副
語
長
の
指
揮
の
も
と
悶
旗

の
入
場
で
式
典
ガ
始
め
ら
れ
¥
人
昌
一
・

機
械
・
∞
奇
異
の
報
告
¥
機
械
・
器
具
の

点
横
¥
竹
内
町
長
点
検
講
評
¥
ぎ
と
い

缶
達
式
¥
来
賓
祝
辞
¥
谷
田
部
冨
畏
答

辞
等
滞
り
な
く
進
行
し
¥
式
典
の
中
で

本
年
は
第
二
分
団
に
ま
と
い
か
に
ぬ
達
さ

れ
¥
第
二
分
間
の
関
員
に
よ
り
ま
と
い

の
初
振
り
、
ガ
参
到
さ
れ
だ
来
賓
・
団
員

の
皆
様
に
披
露
さ
れ
ま
し
だ
。

そ
の
後
¥
八
刀
刑
判
行
進
へ
と
移
り
大
洗

フ
ェ
リ
ー
ふ
頭
で
取
水
試
験
ガ
行
な
わ

れ
式
典
を
終
了
い
だ
し
ぎ
し
た
。

き
だ
¥
午
後
7
時
か
ら
は
大
洗
文
化

セ
ン
タ
大
ホ
i
ん
で
第
一
臣
の
分
間

対
抗
カ
ラ
オ
ケ
大
会
ガ
行
な
わ
れ
¥
各

分
自
か
ら

5
名
ず
つ
の
代
表
者
、
ガ
ふ
、
だ

ん
き
だ
え
だ
の
ど
を
披
露
し
て
い
ま
し

た。
会
場
内
は
各
分
団
の
団
員
や
家
族
等

で
う
め
ら
れ
¥
関
口
買
の
熱
演
に
大
き
な

声
擾
ガ
あ
く
ら
れ
¥
和
気
合
い
あ
い
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
だ
。

快
晴
の
小
春
日
和
り
に
恵
ま
れ
た
去
る
一
月
十
五
日
、
恒

例
の
大
洗
町
成
人
式
を
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ

l
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。

今
年
の
成
入
者
は
二
九
六
名
(
男
一
四
六
名
・
女
一
五

O

名
)
で
、
式
典
に
は
二
五
二
名
が
出
席
し
特
に
女
性
は
、
一

二
九
名
の
う
ち
一
二
回
名
が
和
装
で
出
席
さ
れ
、
式
場
は
は

な
や
い
だ
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
は
大
久
保
助
役
の
開
式
の
こ
と
ば
と
、
君
が
代
の
斉

暗
に
続
き
、
「
大
洗
町
民
憲
章
」
の
朗
読
が
夏
海
地
医
亀
山
あ

け
み
さ
ん
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
竹
内
町
長
か

ら
成
人
を
祝
い
、
社
会
人
と
し
て
立
派
な
行
動
を
と
ら
れ
る

よ
う
式
辞
が
述
べ
ら
れ
、
磯
浜
地
区
古
川
知
邦
君
に
成
人
証

書
及
ぴ
記
念
品
(
国
語
辞
典
)
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
成
入
者
全
員
が
起
立
し
磯
浜
地
匹
磯
崎
宗
久
君

か
ら
、
二
十
歳
の
決
意
の
宣
誓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
大
洗
町
名
誉
町
民
の
小
幡
五
朗
県
議
会
議
員
、

菅
原
弥
町
議
会
議
長
か
ら
祝
福
と
激
励
の
祝
辞
が
あ
り
、
大

賞
地
匹
一
二
村
千
寿
子
さ
ん
か
ら
成
人
を
代
表
し
て
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
、
式
典
は
終
始
厳
粛
か
つ
静
粛
の
中
、
と
ど
こ
お
り

な
く
行
わ
れ
閉
式
し
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
セ
ン
タ
ー
前
の
広
場

で
記
念
撮
影
と
か
、
久
し
ぶ
り
の
友
達
と
の
話
し
に
興
じ
、

い
つ
ま
で
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
き
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
洗
町
消
防
団
カ
ラ
オ
ケ
大
会

入
賞
者

〔
罰
体
の
部
〕

優
勝
第
一
一
一
分
団

準
優
勝
第
二
分
団

第
三
位
第
六
分
団

〔
個
人
の
部
〕

カ
ラ
オ
ケ
大
賞
三
分
間

町

長

賞

二

分

屈

団

長

賞

五

分

団

消
防
長
賞
三
分
間

審
奪
奮
貝
長
賞
七
分
間
山

歌

嶋

賞

四

分

間

H

一一一分白

熱

唱

賞

六

分

溜

刀

一

分

団

熱

演

賞

九

分

団

議

長

賞

二

分

間

審
査
員
賞
六
分
団

九
分
団

二
分
団

八
分
間

" " " 

沢

和

男

石
井
忠
之

今

村

武

大
部
義
実

矢
作
定
仁

佐
問
自
善
男

高

柳

勝

寿

小
野
瀬
一
士

宮

内

保

明

今

泉

肇

小
林
弘
一

広

木

幸

雄

石

崎

邦

夫

大

豆

全

大
賞
不
二
夫

盟)

盟問
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戸
メ
リ
力
人
の
四
・
五
倍
、
中
間
人
の
八
倍
、
イ
ン
ド
人
の
十
四
倍
:
・

・
。
こ
れ
は
日
本
人
ガ
、
外
国
人
に
比
べ
て
ど
れ
だ
け
だ
く
さ
ん
の
魚
を

食
べ
る
か
を
示
し
だ
数
字
で
す
。

こ
の
数
字
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
臼
本
は
世
界
一
の
水
産
盟
、
そ
し

て
ま
た
、
世
界
一
の

μ
魚
食

菌
H

で
も
あ
り
ま
す
。

，

一

ー

と

こ

ろ

が

最

近

、

わ

た

!L〆
r
l
j
1パ
ペ
汁
〆
i
j
i
l
l
-
/

入
札
制
麟
必
JWMhvv八一TYV12222jff

し
だ
ち
の
食
生
活
は
、

メ
v
t
J

機
騒
問
、
J

J

/

出
向
や
乳
製
ロ
加
を
多
く

バ

〉

機

騒

〆

と

つ

だ

り

脂

肪

分

の

〆

ハ

欝

議

藤

十

一

多

い

食

屈

な

据

叫

ん

で

}

〆

鱗

d

r

一
食
べ
る
欧
米
型
に
近

γ

機

刑

判

一

一

バ

ぷ

ダ

震

一

づ

き

つ

つ

あ

る

傾

向

¥

総

額

料

}

￥

ぷ

鱗

震

…

ガ

男

ら

れ

ま

す

。

こ

J

磯
機
購

J

ぷ

麟

鮫

…

の

た

め

山

臓

病

や

脳

J
J

機
畿

e

、

灘

離

一

一

撞

塞

な

ど

、

こ

れ

ま

一

二

議

議

川

略

戦

v

j

j
い

一

一

で

日

本

で

は

あ

ま

り

ノ

山

}

総

額

三

陶

パ

¥

@

麟

一

見

ら

れ

な

か

っ

だ

成

…
一
議
議
機

hjfi総
額

J

繍
麟
J

一
人
病
に
よ
る
死
亡
者

ふ
た
が
議
機
鱒
撃
機
わ
紳
一
点
綴
織

J

鍾
藤
一

み
川
機
繍
機
機
関

M
W機
〉

J

十

鱒

μν

一
ガ
急
増
し
て
い
る
と

畿

議

離

磯

機

私

一

川

一

一

い

う

の

で

す

。

識

繍

畿

通

鱗

J

機

彰

臨

機

ソ

ム

川

一

一

魚

介

類

に

は

、

コ

織

機

構

離

れ

機

撃

麟

盤

麟

繁

一

-wJ一
レ
ス
テ
口
|
ル
を
下

滋
織
機
鱗
繋
鴻
機
騒
齢
繍
麟
麟
機
織
機
織
門
ソ
い
鱒
繍

J
P

一
げ
る
働
き
を
も
っ
不

綴
機
騒
鱗
鱗
藤
毅
削
機
欝
鱒
欝
一
通
一
一
一
範
和
脂
肪
酸
や
、
健

ノ
/
/
機
織
、
謀
議
驚
主
義
必
鰯
鱗
鱗
院
齢
、
膜
維
持
に
欠
か
せ
な

議
機

¥
:
J
:盤

調

汚

い

ビ

タ

ミ

ン

、

ミ

ネ

一

つ

パ
鴻
線
機
織
機
織
翼
線
議
議
機
総
務
議
議
診
察
議
後
験
畿
線
機
織
機

J

九

ぺ
議
後
議
選
没
後
議
議
議
機
騒
務
匂
ル
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
が

i

臨
一
思
富
巳
舎
ま
れ
て
い
る
こ
と

ガ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

成
人
病
の
予
防
に
、
そ
し
て
水
護

盟
二
川
ノ
ポ
ン
の
缶
統
的
な
食
生
活
を
守
る
だ
め
に
、
い
ま
改
め
て
H

魚
H

の
僅
憧
を
見
麗
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ア
メ
リ
カ
で
の
寿
一
一
円
パ

l
の
盛
況
ぶ

り
が
、
最
近
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
報

告
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
と

も
と
魚
を
ナ
マ
で
食
べ
る
習
慣
の
な
か

っ
た
欧
米
人
が
寿
司
を
食
べ
る
よ
う
に

な
っ
た
l
iよ
」
れ
は
、
肉
や
パ
タ
l
、

チ
l
ズ
な
ど
の
脂
質
を
日
本
人
の
四
倍

も
と
り
、
そ
の
た
め
肥
満
、
糖
尿
病
、

こ
う
そ
く

高
血
圧
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
の

成
人
病
に
苦
し
む
欧
米
人
の
苦
悩
の
表

れ
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
は
、
肉
は
体
に
惑
く
魚
は
体
に
い

い
の
か
1
1
!と
い
う
と
、
一
概
に
そ
う

と
は
い
い
切
れ
ま
せ
ん
。
タ
ン
パ
ク
源

昭和61年2月1日

と
し
て
は
肉
も
魚
も
共
に
良
質
で
、
人

聞
の
体
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

だ
か
ら
で
す
。
た
だ
、
魚
に
は
肉
に
な

い
成
人
病
を
予
防
す
る
働
き
の
あ
る
成

分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

最
近
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
始
め
て
い
る

の
で
す
。コ

レ
ス
ヂ
盛
i
帰
還

下
げ
る
鱒
審

魚
の
タ
ウ
リ
ン

ア
ミ
ノ
酸
の
一
一
種
で
あ
る
タ
ウ
リ
ン

に
は
、
血
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
引

き
下
げ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
牛
肉
や

豚
肉
に
も
百
グ
ラ
ム
中
数
ミ
リ
グ
ラ
ム

の
タ
ウ
リ
ン
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

魚
介
類
に
は
数
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
か
ら
数

百
ミ
リ
グ
ラ
ム
と
も
っ
と
多
量
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

ネ
ズ
ミ
を
使
っ
た
実
験
報
告
が
あ
り

ま
す
。
九

O
%が
高
血
圧
が
原
因
で
死

ん
で
い
く
ネ
ズ
ミ
の
エ
サ
を
、
半
分
だ

け
魚
肉
に
代
、
え
た
と
こ
ろ
、
高
血
圧
に

よ
る
死
亡
率
が
一
二

O
%ま
で
下
が
っ
た

と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
も
タ
ウ
リ
ン

の
も
た
ら
す
効
果
と
い
え
る
で
し
ょ

、
「
ノ
。

ま
た
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
多
く
含

ん
で
い
る
と
い
う
理
由
で
、
高
血
圧
の

人
か
ら
敬
遠
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
エ
ビ
や

イ
カ
も
、
最
近
は
見
直
さ
れ
て
き
て
い

⑪
 

自
問
体
障
害
者
の

揺

祉

税
金
の
控
除

ω所
得
税
の
障
害
者
控
徐

対
象
者
・
心
身
障
害
者
が
所
得
税

の
納
税
義
務
者
本
人
、
又
は
納

税
義
務
者
の
配
偶
者
、
扶
養
親

族
で
あ
る
場
合
、
次
の
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

@
特
別
障
世
一
問
者
控
除
i
所
得
金
額

か
ら
お
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

①
1
級
・

2
級
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
も
っ
て
い
る
方

②
知
能
指
数
部
以
下
の
方

@
一
般
障
害
者
控
除
l
所
得
金
額

か
ら
お
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

①
3
級
か
ら
6
級
ま
で
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
も
っ
て
い
る

方
②
知
能
指
数
河
以
下
の
方

窓
口
・
税
務
署

凶
町
民
税
・
県
民
税
の
障
答
者
控
除

対
象
者
・

ωに
詞
じ

⑧
特
別
障
害
者
控
除
!
所
得
金
額

か
ら
お
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

@
一
般
障
害
者
控
除
|
所
得
金
額

ま
す
。
と
い
う
の
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
含
有
量
以
上
に
タ
ウ
リ
ン
を
多
く

含
ん
で
い
る
の
で
、
血
中
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
億
は
、
む
し
ろ
抑
え
ら
れ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
第
四

期
分
(
一
月
司
分
か
ら
一
ニ
月
介
)
の

納
期
限
は
二
月
二
十
八
日

で
す
。

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

資格期間不足

轟
65歳になっても

任意加入できる

か
ら
払
万
円
が
控
徐
さ
れ
ま
す
。

窓
口
・
役
場
税
務
課

ω
相
続
税
の
樟
窓
口
者
控
除

対
象
者
・
心
身
障
害
者
が
相
続
に

よ
り
財
産
を
取
得
す
る
場
合
、

次
の
額
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す。
@
特
別
障
害
者
控
除
叩
歳
に
達

す
る
ま
で
の
年
数
に
6
万
円
を

乗
じ
た
金
額
を
課
税
対
象
額
か

ら
控
除
し
ま
す
。

@
一
般
障
害
者
控
除

i
m山
歳
に
達

す
る
ま
で
の
年
数
に
3
万
円
を

乗
じ
た
金
額
を
課
税
対
象
額
か

ら
控
除
し
ま
す
。

窓
口
・
税
務
署

凶
俗
人
事
業
税
の
免
除

身
体
障
害
者
は
年
税
額
の
2
分

の
1
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
金
額
に
よ
り
一

定
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

窓
口
・
県
税
事
務
所

山
間
自
動
車
物
品
税
の
免
除

対
象
者
・
身
体
障
害
者
予
報
・
療

育
手
帳
を
も
っ
て
い
る
方
が
自

分
(
認
歳
未
満
の
場
合
は
家
族
)

で
自
動
車
を
購
入
す
る
場
合

は
、
自
動
車
に
か
か
る
物
品
税

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

⑧
障
害
の
区
分

i
程
度
に
よ
り
一

寄

一
、
サ
ー
ク
ル
付
ま
ま
ご
と
セ
ッ
卜

(
五
万
円
相
当
)

大
洗
町
磯
浜
町
二
ハ
番
地

小
松
崎
健
殿

第
一
保
脊
所
備
品
と
し
て
前
に
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
長
尺
U
字
抗
六
個

(
二
九
、
二
八

O
円
相
当
)

大
洗
町
大
貫
町

鰯
雲
井
工
務
庖

会

長

清

水

忠

勝

澱

南
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
ベ
ン
チ
と
し

て
町
に
寄
階
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
金
壱
万
五
百
円
也

い
わ
ふ
ね
バ
レ

i
ボ

i
ル
部

部

長

堀

江

健

介

殿

定
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
役
場
厚
生
課
へ

問
合
せ
て
下
き
い
。

窓
口
・
税
務
署

附
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の
減

免身
体
障
害
者
手
続
・
療
育
手
帳
を

も
っ
て
い
る
方
が
所
有
す
る
自
動

車
を
自
分
で
運
転
す
る
場
合
又
は

も
っ
ぱ
ら
障
害
者
の
た
め
に
家
族

が
運
転
す
る
自
動
車
の
自
動
車
取

得
税
及
び
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

ま
す
。

@
障
害
の
区
分
i
程
度
に
よ
り
一

定
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
役
場
厚
生
課
へ
問
合

せ
て
下
さ
い
。

窓
口
・
県
税
事
務
所

的
軽
自
動
車
税
等
の
減
免

対
象
者
・
内
容
と
も
自
動
車
税
に

同
じ
で
す
。

降?

大
洗
町
総
合
運
動
公
鼠
建
設
資
金

の
一
部
と
し
て
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し

た一
、
金
壱
万
六
千
壱
百
九
拾
七
円
也

大
洗
ゴ
ル
フ
場

支
配
人
一
一
一
滅

チ
ャ
リ
テ
ィ
!
の
収
品
八
皿
金
の
一
部

を
社
会
福
祉
事
業
の
一
部
に
と
町
に

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
門
松
一
対

大
洗
町
磯
浜
町
二
J
J
一
四
九

石
光
迭
問
問
郡
一
利
光
男
殿

門
松
一
対
を
老
人
懇
の
家
に
寄
締

さ
れ
ま
し
た
。

イ采
殿

高
血
圧
に
な
ら
な
い
た
め
の
食
生
活

O
お
医
者
さ
ん
の
上
手
な
か
か
り
か
た

間
関
網
開
だ
よ
日
ソ

血
圧
は
坂
分
を
と
り
す
ぎ
る
と
高

く
な
り
高
血
圧
の
人
が
塩
分
を
ひ
か

え
る
と
血
圧
が
低
く
な
る
と
い
う
密

接
な
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。
で
す

か
ら
高
政
圧
を
予
防
す
る
に
は
い
か

に
塩
分
を
ひ
か
え
る
か
が
大
切
で
す
。

ま
た
寒
さ
も
血
圧
を
よ
げ
ま
す
。
寒

い
と
い
う
感
覚
が
、
脳
に
伝
わ
り
細

動
脈
の
筋
肉
を
収
縮
さ
せ
る
た
め
で

す。
一
日
に
必
要
な
食
塩
の
量

O
健
康
な
人
一
日
一

0
グ
ラ
ム
以
下

O
高
血
圧
の
人
一
日
六
グ
ラ
ム
以
下

o
心
臓
・
腎
臓
病
の
あ
る
人
は
一
日

三
グ
ラ
ム
程
度

ハ
ム
や
ち
く
わ
、
か
ん
づ
め
な
ど

の
加
工
食
品
は
意
外
に
坂
分
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
な
る
べ
く
ひ
か
え
め

に
し
ま
し
ょ
う
。
焼
き
魚
、
揚
げ
も

の
な
ど
は
塩
よ
り
、
レ
モ
ン
や
ゆ
ず

の
し
ぽ
り
汁
を
か
け
る
と
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
わ
か

2 

め
の
酢
の
も
の
、
サ
ラ
ダ
な
ど
に
酢
、

ト
7

ト
、
り
ん
ご
な
ど
の
酸
味
を
使
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
お
ひ
た
し
に
は
す
り

ご
ま
や
焼
の
り
な
ど
、
来
日
り
と
風
味
を

き
か
せ
ま
す
。
材
料
の
も
つ
自
然
の
味

を
生
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

O
た
ん
ぱ
く
質
を
十
介
に

た
ん
ぱ
く
質
は
血
管
を
丈
夫
に
し
、

脂
肪
の
代
謝
を
よ
く
す
る
大
切
な
栄
養

素
で
す
か
ら
十
分
と
り
ま
し
ょ
う
。

肉
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
い
の
で

よ
く
な
い
と
怠
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
脂

肪
の
少
な
い
肉
を
適
量
に
食
べ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
魚
の
脂
肪
は
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
豆
腐
や
納
豆
も
良
質
な
た

ん
ぱ
く
質
で
す
。
高
血
圧
を
予
防
す
る

に
は
お
ご
ろ
の
食
生
活
に
気
を
つ
け
、

塩
分
を
減
ら
す
と
と
も
に
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
正
し
い
食
生
活
が
大
切

で
す
。4 

お罷者さんを信頼しま

しょう。

5 

くすりをむやみに欲し

ガるのはやめましよう。
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自

去
る
、
十
二
月
ニ
・
=
の
両
日
、

町
立
の
各
小
中
学
校
で
放
課
後
等
を

利
用
し
町
よ
り
配
付
さ
れ
た
樹
木
を
児

童
・
生
徒
・
教
師
の
参
加
の
も
と
記
念

植
艇
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
一
九
八
四
年
ロ
!
?

で
開
催
さ
れ
た
第
八
十
六
回
F
A
O

(
国
際
食
糧
農
業
機
関
)
理
事
会
で
一

九
八
五
年
を
盟
際
森
林
年
と
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
、
こ
の
「
国
際
森
林
年
」

の
記
念
事
業
と
し
て
、
繰
の
重
要
性
に

対
す
る
認
識
を
高
め
て
も
ら
お
、
っ
と
、

前
内
小
中
学
校
を
対
象
に
植
樹
が
行
な

わ
れ
た
も
の
で
す
。

次
の
学
校
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。磯

浜
小
学
校

祝
町
小
学
校

大
貫
小
学
校

芝
海
小
学
校

第
一
中
学
校

南

中

学

校

らあおお(3)第170号

鍵
蹴
蹴
横
議
官
一

⑩ 

内

障

た
ぎ
ょ
う
し
よ
う
一
本

き

さ

ん

か

二

本

ぽ
だ
い
じ
ゅ
一
本

き

さ

ん

か

二

本

ポ
プ
ラ
・
い
ち
ょ
っ
各
一
本

き
ょ
う
ち
く
と
っ
五
本

も
の
、
と
原
田
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す。
な
ぜ
起
る
の
か
?
水
晶
体
を
包

む
細
胞
膜
が
川
崎
、

rな
ど
の
イ
オ
ン

を
通
き
な
く
な
り
、
こ
れ
が
水
晶
体

内
に
た
ま
っ
た
時
に
起
り
ま
す
。
又

酸
化
現
象
も
一
因
と
さ
れ
、
光
、
こ

と
に
紫
外
線
が
多
い
地
域
、
シ
ベ
リ

ア
、
ア
ラ
ス
カ
、
赤
道
辺
で
は
白
内

障
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
又
、

代
謝
異
常
と
一
五
い
、
例
え
ば
糖
燦
病

な
ど
で
血
糖
値
が
上
昇
す
れ
ば
、
水

日
間
体
の
糖
濃
度
も
上
昇
し
、
水
分
を

吸
っ
て
膨
潤
し
混
濁
を
き
た
し
ま

す。
老
人
性
白
内
障
の
場
合
は
、
水
分

が
た
ま
り
す
ぎ
、
加
齢
に
よ
り
黄
色

調
か
ら
、
安
褐
色
、
褐
色
へ
と
色
が

国
保
健
壊
家
賠
表
彰

一
家
そ
ろ
っ
て
皆
健
康

何
ん
て
幸
せ
な
こ
と
で
し
ょ
う

去
日
間
バ
川
品
目
、
健
康
家
庭
の
表
彰
式

が
、
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
洗
町
国
民
健

康
保
険
加
入
者
で
一
回
も
お
医
者
さ
ん

に
か
か
ら
ず
、
保
険
税
も
納
期
内
に
完

納
さ
れ
た
優
良
家
縫
が
対
象
と
な
っ
た

も
の
で
す
。
表
彰
式
は
、
健
康
家
庭
山

世
帯
(
過
去
7
年
連
続
健
康
家
庭
9
世

帯
6
年
間
世
帯
3
世
帯
・

5
年
間
世
帯

3
世
帯
・

4
年
間
世
帯
5
世
帯
・

3
年

間
世
帯
同
世
帯
・
2
年
間
世
帯
出
世
帯
・

1
年
間
世
帯
約
世
帯
)
に
竹
内
師
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
健
康
家

庭
の
栄
誉
を
た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。
表

彰
の
あ
と
上
沢
英
男
さ
ん
よ
り
裁
辞
が

の
べ
ら
れ
ま
し
た
。
上
沢
さ
ん
に
健
康

の
秘
訣
を
お
う
か
が
い
し
た
と
こ
ろ
、

早
寝
早
起
き
を
励
行
、
毎
朝
道
路
清
掃

を
し
た
あ
と
体
操
で
手
足
を
伸
ば
し
、

ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
詩
吟
を
や
っ
て
お

ら
れ
る
そ
う
で
す
。
上
沢
さ
ん
は
5
年

連
続
健
康
家
庭
の
表
彰
を
、
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。
今
国
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
こ

れ
か
ら
も
健
や
か
に
、
お
し
あ
わ
せ
に

過
さ
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
析
り
い
た

し
ま
す
。
こ
の
あ
と
表
彰
者
全
員
文
化

回
一
一
…
づ
ん
で
行
く
傾
向
が
あ
る
と
云
う

特
色
が
あ
り
ま
す
。

よ
く
熟
き
な
い
と
手
術
が
出
来
な

い
と
云
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
は
い
つ

の
時
期
で
も
可
能
で
す
。
吸
引
法
、

人
工
水
晶
体
挿
入
法
な
ど
の
最
良
の

方
法
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

〔
大
洗
医
師
会
・
提
供
)

セ
ン
タ
ー
大
ホ

l
ル
で
の
大
洗
浪
曲
大

会
に
ご
招
待
し
、
浪
花
家
反
迭
さ
ん
外

に
よ
る
浪
曲
の
名
調
子
に
酔
い
し
れ
、

特
に
東
家
浦
太
郎
さ
ん
十
八
番
「
野
孤

三
次
L

の
母
と
子
の
情
愛
が
心
の
琴
線

に
ふ
れ
皆
さ
ん
一
族
を
流
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
一
一
一
時
間
浪
曲
を
楽
し
ん
だ
あ
と

健
康
家
庭
表
彰
式
は
盛
会
裡
に
散
会
と

な
り
ま
し
た
。

健
康
家
庭
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す

。7
年
連
続
健
康
家
庭

岩
下
喜
久
一
、
佐
々
木
き
だ
す
り

宮

崎

弘

、

小

倉

遠

渡

辺

み

つ

、

緑

川

清

治

石

田

ち

ょ

、

加

藤

邦

行

石

崎

き

ん

@
6年
連
続
健
康
家
庭

小

杉

次

男

、

山

崎

多

加

江

深
谷
ふ
じ
江

0
5年
連
続
健
康
家
庭

上

沢

英

男

、

小

島

二

郎

加

藤

す

ず

0
4年
連
続
健
康
家
庭

藤

島

武

、

会

沢

拾

三

橋

本

と

み

、

飛

田

禰

三

郎

坂

場

か

ね

書
少
年
健
全
世
間
成

県
北
地
方
県
民
大
会

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

十
一
月
二
十
五
日
、
県
北
地
方
総
合

事
務
所
、
主
催
、
大
洗
町
及
び
同
教
育
委

員
会
後
援
に
よ
る
「
第
四
回
青
少
年
健

全
育
成
県
北
地
方
県
民
大
会
」
が
管
内

三
十
二
市
町
村
か
ら
六
百
名
が
参
加
し

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
媛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
青
少
年
問
題
に
対
す

る
県
民
の
理
解
と
、
認
識
を
高
め
る
た

め
、
善
行
青
少
年
の
表
彰
、
青
少
年
の

意
見
活
動
発
表
、
記
念
講
演
な
ど
を
行

い
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
も

の
で
す
。

大
会
は
午
前
十
時
開
会
し
、
主
催
の

県
北
地
方
総
合
事
務
所
長
及
び
同
大
会

運
営
委
員
長
関
野
清
兵
衛
氏
の
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
地
元
竹
内
町
長
か
ら
歓
迎

の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
善
行
青
少
年
三
十
四
名
に

県
知
事
の
善
行
賞
授
与
が
あ
り
、
本
町

か
ら
は
、
祝
町
小
学
校
五
年
白
山
亜
希

さ
ん
(
動
物
愛
護
)
。
大
賞
小
学
校
六

年
村
山
英
史
君
(
孝
養
)
の
二
人
が
表

彰
さ
れ
会
場
か
ら
暖
か
い
拍
手
が
お
く

ら
れ
ま
し
た
。
青
少
年
の
意
見
活
動
事

例
発
表
で
は
、
五
人
の
方
々
が
行
い
本

町
か
ら
は
青
少
年
相
談
員
高
崎
恒
夫
氏

が
「
相
談
員
活
動
の
現
状
」
と
題
し
て

貴
重
な
体
験
を
発
表
さ
れ
、
会
場
の
皆

さ
ん
は
熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
て
お
り

郷
土
歴
史
講
演
会
開
か
れ
る

十
一
月
二
十
六
日
、
常
陽
明
治
記
念

館
、
教
育
委
異
会
主
催
、
町
観
光
協
会

後
援
に
よ
る
、
第
二
回
郷
土
歴
史
講
演

会
が
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
で
問
聞
か
れ
ま

し
た
。
講
師
、
県
立
歴
史
館
学
芸
部
、

宮
田
正
彦
先
生
。

講
演
は
、
「
明
治
維
新
に
想
う
」
と

題
し
て
行
わ
れ
、
常
陽
明
治
記
念
館
で

所
蔵
し
て
い
る
数
多
い
遺
墨
の
中
か
ら

明
治
維
新
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
、

「
水
戸
学
の
尊
王
擦
爽
論
を
代
表
す
る

学
者
、
会
沢
正
志
斉
」
。
「
藤
田
東
湖
の

四
男
で
敦
賀
で
斬
首
さ
れ
た
、
藤
間
小

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
一
時
間
に
わ
た
り
、

「
現
代
の
社
会
病
理
と
青
少
年
問
題
」

と
題
し
て
、
筑
波
大
学
教
授
小
国
晋
先

生
か
ら
専
門
の
精
神
科
医
か
ら
み
た
現

実
社
会
に
お
け
る
青
少
年
の
諸
問
題
に

つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

終
り
に
、
青
少
年
健
全
育
成
の
活
動

目
標
と
し
て
「
大
会
笈
一
冨
口
」
を
採
択
し

閉
会
し
ま
し
た
。

四
郎
L

。
「
一
長
州
藩
士
、
安
政
の
大
獄
で

刑
死
し
た
、
吉
田
松
蔭
」
の
支
聞
を
展
示

し
、
そ
の
蓄
の
意
味
す
る
時
代
を
背
景

と
し
た
数
々
の
逸
話
を
語
ら
れ
ま
し

た。
ま
た
、
明
治
天
皇
崩
御
の
擦
に
、
世

界
各
国
で
臼
本
を
驚
異
的
発
燥
に
導
い

た
明
治
天
皇
の
偉
大
な
業
蹟
を
伝
、
え
た

こ
と
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
大
変
示
唆

に
と
ん
だ
講
演
を
さ
れ
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。

金
、
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

間
サ
ラ
リ
!
?
ン
等
が
加
入
し
て
い

る
厚
生
年
金
が
年
金
制
度
の
改
正
で
、

六
十
五
歳
ま
で
に
な
る
そ
、
つ
で
す
が
、

加
入
期
間
が
不
足
の
場
合
は
ど
、
つ
な
り

ま
す
か

答
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
不
足
し

て
い
る
場
合
は
、
厚
生
年
金
へ
任
意
加

入
し
て
保
険
料
を
納
付
(
こ
の
場
合
会

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
)
す
る
こ
と

に
よ
り
、
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。サ

ラ
リ
ー
マ
ン
等
が
加
入
し
て
い
る

厚
生
年
金
は
、
現
在
、
年
齢
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
が
今
度
の
年
金
制
度
の
改
正

で
、
六
十
五
歳
に
な
る
と
老
齢
年
金
が

全
額
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
の
資
格
を

喪
失
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
六
十
五
歳
に
な
っ
て
も

老
齢
年
金
を
受
け
る
期
間
が
不
足
し
て

い
る
と
き
は
、
厚
生
年
金
に
任
意
加
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
不
足
し
て
い
る
期

間
を
満
た
し
老
齢
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

弱
島
b
M隼
合
出
回

g
A

間
基
礎
年
金
は
何
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か

答
一
、
老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金
は
、
従
来
の
国
民

年
金
と
同
じ
く
六
十
五
歳
(
希
望
す

れ
ば
六
十
歳
か
ら
請
求
で
き
る
)
か

ら
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
り
ま
た
、

付
加
保
険
料
は
四
月
か
ら
は
自
営
業

者
等
の
加
入
者
だ
け
が
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
納
め
ら
れ
た

付
加
保
険
料
は
老
齢
基
礎
年
金
に
加

算
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
次
の
よ
う
な
方
は
、
今
ま

で
の
富
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算

老
齢
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ハ
門
生
年
月
日
が
大
正
十
五
年
四
月

一
日
以
前
の
人

口
六
十
歳
未
満
の
人
で
も
、
昭
和

六
十
一
年
四
月
一
日
以
前
に
厚

生
年
金
、
船
員
保
険
の
老
齢
年

金
の
受
給
資
格
が
あ
る
人

二
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
障
害
基
礎
年
金
は
昭
和
六
十
一
年

四
月
一
日
以
後
に
障
害
に
な
っ
た
特

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
さ
れ
る
年

金
額
は
一
級
七
五
万
四
、
一
一

級
六
十
万
円
(
昭
和
五
十
九

年
度
傾
格
)
で
、
十
八
歳
未

ー
満
の
子
(
障
害
の
子
は
一
一
十

歳
未
満
)
が
い
る
場
合
に
は
、

子
の
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

ま
た
、
遺
族
基
礎
年
金
は
昭

和
六
十
一
年
四
月
以
後
に
留

民
年
金
の
加
入
者
が
死
亡
し

た
時
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
奥

様
が
受
け
ら
れ
る
遺
族
基
礎

年
金
の
額
は
、
定
額
の
六
十

万
円
(
昭
和
五
十
九
年
度
価

格
)
に
子
の
数
に
よ
り
加
算

額
が
つ
き
ま
す
。

な
お
、
現
在
、
障
害
福
祉

年
金
、
母
子
福
祉
年
金
、
準

母
子
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
方
は
、
昭
和
六
十
一
年
四

月
一
日
以
後
は
障
害
基
礎
年

白
内
障
と
一
去
、
え
ば
、
老
人
性
白
内

障
を
さ
す
様
に
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

別
%
は
老
人
性
の
も
の
で
す
。
俗
に

か
ヒ
ト
ミ
々
と
一
五
わ
れ
て
い
る
瞳
孔

の
内
側
に
あ
る
水
晶
体
と
一
五
う
と
こ

ろ
が
白
濁
す
る
病
気
で
す
。

こ
の
水
晶
体
は
外
界
か
ら
の
光
を

屈
折
し
、
網
膜
上
に
像
を
結
ぶ
様
に

調
節
す
る
役

g
を
し
て
い
ま
す
。

水
晶
体
が
混
濁
を
一
不
す
状
態
を
総

称
し
て
白
内
障
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

先
天
性
の
も
の
、
糖
尿
病
性
の
も

の
、
中
毒
性
、
代
謝
性
、
外
傷
性
の

{7 

65歳より支給

北

町

鵡

人
!
と

j

i
r
I
F

一
4

臼

こ

一

よ

制
幻
一
。
肱

外
多
一
の
一

日

生

一

前

正

正

大

改



第170号 (4)

2
月

μ
日
(
月

2
月
刊
叫
日
「
火

誌
報
無
鱗
搬
送
麟
艦
購
麟
織
り

一
一
時
髄
開
静
止
む
つ
れ
い

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
広
報
無
線
放

送
施
設
に
つ
い
て
は
周
波
数
の
変
更
に

伴
な
う
機
器
類
更
新
と
改
造
工
事
の
た

め
一
部
地
域
で
無
線
放
送
が
停
止
さ
れ

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

戸
U

2
2
伺

⑧
停
止
期
間

2
月
1
日
出
1

3
月
口
臼
側
(
予
定
)

⑧
停
止
子
局
数
加
局(

総
子
局
数
話
局
)

@
停
止
さ
れ
る
放
送

朝
・
同
甘
了
タ
・
夜
の
各
チ
ャ
イ
ム

定
時
放
送
午
後
3
時

(
月
曜
日
1
金
曜
日
)

午
前
叩
時
(
土
曜
日
)

⑧
停
止
さ
れ
る
放
送
塔

桜
道
・
白
根
尻
・
新
町
・
花
池
・
成

田
・
大
谷
川
・
老
人
憩
の
家
・
明
神
町

公
閏
・
二
葉
町
・
大
貫
小
・
前
原
住
宅
・

京
中
・
下
宿
・
動
燃
・
漁
民
ア
パ
ー
ト
・

か
も
め
荘
・
中
瀬
向
・
観
光
ホ
テ
ル
下
・

デ

l
リ
i
ス
ト
ア
・
吹
上

ま
た
、
更
新
外
の
日
局
に
つ
い
て
は

改
造
工
事
の
た
め
、

3
月
間
日
1
3
月

却
日
(
予
定
)
ま
で
使
用
を
停
止
い
た

し
ま
す
。

一
間
縄
醐
輔
の
購
隅
醐
縮
瞳
錯
同
協
正
し
く
騒
盟
十
め
に

t ... 

昭
和
六
十
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
の
準
備
は
、
も
う
お
済
み
で
し
ょ
う

か
。
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十

六
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は

一
一
一
月
十
五
自
由
で
す
が
、
期
限
間
近
に

な
り
ま
す
と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、

落
ち
つ
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
確
定
申
告

は
で
き
る
だ
け
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。特

に
、
今
年
の
三
月
十
五
日
は
土
曜

確
定
申
告
納
税
格
談
B
程
表

らあおお

会

場

文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室

期

ロ

U

2
月

m
g
(
水
)

2
月
幻
自
(
木
)

2
月
お
日
(
金
)

3
月
4
日
(
火
)

3
月
5
日
(
水
)

11 

昭
和
引
年
度
町
県
民
税
申
告
町
内
受
付
会
場

期

日

2
月

η
日
{
月

2
月
刊
四
日
(
火

2
同
月
日
日
(
水

自召和61年2月 1 B 

2
月
加
日
(
木

2
月
幻

g
(
金

門
口
に
当
た
り
、
一
一
層
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
早
期
申
告
に
御
協
力
く

だ
さ
い
。

言i抱
11 1税

警i当

午
前

品[時

午
後

~I 関
ま
で

水税

2環
11 1叩 111

部士
会
員会

午
前
10 
時

午
後
3 
時
ま
で

時

間

午
部
9
時
却
分
i
午
後

4
時
ま
で

11 

鰻霊蓮華霊童璽災害醤典講r~加入しましよう/
2月 1EI住)より 61年 度 加 入 受付 開 始

大 i配置丁における交通事故は昭和田年中90件発生し 、死者1名・傷者は 140人

になっております。原因は、わき見運転が最も多く事依の内幸子は青年ドライ
れ や二輪車・自転車ー歩行者(特に怠人と子供)に用えている現況です。

大洗面丁の共済加入者数は 6，040人(12月末現，，'28.7%)ですが、この内21人

の方が共済金を受けております。もちろんバイクや向転本等の転倒による H
Hl行為についても共済金が支払われております。

万ーの場合にそなえ、家族会員ヵ、県民交通災害共済に加入しましょう。

1 共済期間 昭和61年 4月 1日より昭和62年 3月31日向 1年間

2 会 費大人900円・中学生以下(S 46.4 . 2以降出生者)5仁OPl
(61年度より会費が改訂になりました)

4 対象となる交通事故

① 道路 上を運 行中の 11
動車ーパイク・1'1'1記 1ft
等の接触ー衝突・4訟終ー

転覆などの守三位による

死 lliio
(1列えば二輪卓・向転

車に乗って転倒した時、
歩行中向転車により接

触されてケガした場合

や自転車後部!'iU需の J]i.
の巻き込み事故等も含

まれます。)

② 踏切道における電車等との接触・衝突・その他これに矧する人的死傷。

5 加入申込方法 別紙「県民交通災害共済加入申込書Jと「会費Jを添えて大
洗町役場(総務諜・交通係)に申込んで下さい。(印盟主は不用です。)
蝦申込書は、切り離したり汚さないでい下さい。

6 出張加入受付同様(都合的良い場所で手続をして下さい。)

月 B(畷) 1 場 所|待問|掴丁内名

3月 3日間|第 2分団詰 所 I9:ぬ-16:0011中町ー金沢町ー新沼T'通問

4日(必|第 1 分自言吉所 I " 1明神町・…了日 二τ臼

5日附|第 4 分自言吉毘斤 I "十児町地区

6a附 i髭釜会館 I " I永町ー髭釜町

l 第 8 分間言古所 I9 :30-12:00 I神Ll.i'川口
第 7分図言吉所 113:30-16:001夏 海 地 区

東光台地区 公民館 I9 :30-12:00 I東 光台地区

松川公民館 I9:初 ~12:001松川地区

角一集落センタ一円五百三16:00I北清水南 清水・角一 原研住宅

12日(刈|第 5分 間 詰所 19 :30-16:∞|寺釜・舟渡・J議前・上宿・中宿

全加入者 の共済期 間が 3月 31日で終了します。

お平 目に加 入手続 をし ましょ う/

団体で加入する方法(戦場内10名以上・学校)もありますので下記にご相談下さい。

骨お間合せは 、大洗 町役場(総 務課・ 交通係岱67-5111⑮話番)へ

見舞金

等級 グ~ 筈 区 分 見舞金額

1 死 亡 100万円
2 治療 実回数181日以上の際筈 30万円
3 治療 実尽数151日以上の降客 25万円
4 治療実日数121日以上の障害 20万円
5 治療 実臼数 91日以上のi草筈 15万円

6 治療実日数 61日以上の障害 10万円
7 治療実 B数 41日以上の障害 8万円
自 治療 実日数 21日以上のi筆書 6万円
9 治療実日数 日日以 上の障害 3万円

10 治療 実日数 3日以上向障害 2万 pl

身障 身体障害者・ 1級 2級該当 50万円

所得税の申告と納税は 3月15日まで

程圏層贋砲車'-
E盟盟理窟盟理事

3 

品
盤

ヱ
一
遊
亭
内
楽

「
笑
い
と
人
生
」

曜器

禁月

日

三
月
二
日
(
日
曜
日
)

午
後
一
時

⑧ム一
A

⑧
入
場
料

コ一

O
O
円

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
(
大
ホ
!
ル
)

場

会

場

消
防
白
第
4
分
団
詰
所

大
洗
町
水
遂
事
務
所

関
根
幸
男
氏
宅
(
天
王
下
)

中
東
地
区
集
会
所
(
杭
第
1
分
開
)

川
町
船
釦
間
同
制
同
一
M
桝
同
)

髭
釜
会
館

青
年
研
修
所

大
賞
集
落
セ
ン
タ
ー

神
山
集
落
セ
ン
タ
ー

松
川
集
落
セ
ン
タ
ー

農
業
会
館

。
二
月
五
日
よ
り
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
(
中
央
公
民
館

品曜、主

{雀

内
)
で
入
場
券
を
発
売
い
た
し
ま
す
。

大
洗
町
・
大
洗
町
教
育
委
員
会

大洗文住センタ -2丹分符毒事予定表

7 BG剣容内事催開催場所名事催関始時間開催国

8 日(封

11 B(月)
モW

 

す
、

崖
削
却

を
南

会
一
)

芸
ギ
軒

演
?
一各予

、自

り
ト
高

よ
ツ
、

に
テ
じ

催
ん
ん

主
力
け

一
川
た

タ
玉
は

ン
(
、

セ
者
ア

化
演
モ

文
出
ア

ホル・ 1)ハサル室会主芸演笑爆13: 00-2月2日伺)

磯節目本ーを決める予選会ホール， 1)ハーサル室第 7図 磯 節 全 国 大 会 予 選 会10・00-2月96(司)
2月106(周

コールさざなみ会員による練習会リハーサル室ぷ〉、
"'え習練スフコ10: 00-Z月146(j討

2月166(日)

自動車運転免許所有者で更新のための講習会大会議室運 転 免 許 証 更 新 時 講 習 会9 :00-2月14日倒

大洗町における交通事故の発生状況 (60.12月現在)大洗町音楽協会主催によりコンサートを催す/レホサンコ盟
内町9 :00-2月16日(日)

数j成増前年同 期年本
カラオケ発表会ノレホ茨 城 歌 認 作 家 協 会 カ ラ オ ケ 発 表 会10:00-2月23日(日)

ム1(18) 5 (72) ( 90) 4 発生件 数

ム1( 1) ( 2) 1 (
 

ハ
リ数者死

大会議室所 得 税 確 定 申 告 取 り ま と め 指 導 会9 :00-2月25日ω

ム3 (53) 8 (87) 5 (140) 負 傷者数大会議室場i斗
三E忌f寸メ"-.

3ζ 
止士ユ
p 申定石室8 :30~ 2月26日かぬ

2月28日幽

※( )内は累計を示す。

“密月1日は突通安全の日"‘あな疋ガ築<吏通安全"
大会議室大 洗 漁 業 協 同 総 合 定 期 総 会9 :00-2月27日嗣

タ
i
だ
よ
り

ag

3 3 2 2 2 2 2 2 
/ 

言11 ~JII 午 午 (月/)10 同/6 
/ 
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